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資料１－２ 

国際希少野生動植物種に追加又は削除する種及び分類や種名等を変更する種の概要 

 

今回、国際希少野生動植物種に追加又は削除する種及び分類や種名等を変更する

種の概要は以下のとおり。なお、各種の概要については、ワシントン条約第 20 回締

約国会議における附属書改正提案を元に作成した。 

 

１．国際希少野生動植物種に追加する種の概要 

（１）Okapia johnstoni（オカピ) 

  ア 分類及び種名 

偶蹄目 キリン科 

オカピ※ 

Okapia johnstoni 

    ※和名根拠：川田伸一郎・岩佐真宏・福井大・新宅勇太・天野雅男・下稲葉さやか・樽創・姉崎智

子・鈴木聡・押田龍夫・横畑泰志.2021.世界哺乳類標準和名リスト 2021 年度版. 

URL：https://www.mammalogy.jp/list/index.html  

イ 分布状況 

コンゴ民主共和国の固有種であり、同国の中部及び北東部の熱帯林に生息

している。個体数は 35,000～50,000 個体（1990 年代）、全体的な減少率

は過去３世代で 50%以上であると推定されている。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

生息地の損失及び狩猟 

 

（２）Balaenoptera ricei（ライスクジラ） 

  ア 分類及び種名 

クジラ目 ナガスクジラ科 

ライスクジラ※１ 

Balaenoptera ricei 

 ※１ 和名根拠：「東京海洋⼤学 鯨類学研究室 中村⽞・村瀬弘⼈（2024）List of Marine Mammal 

Species and Subspecies に基づく鯨類の和名⼀覧」において、暫定的に「ライスクジラ」と命名さ

れており、英名も「Rice’s whale」（Rice は発見報告者の名前に由来）とされていることからも、

妥当な和名であると判断した。 

イ 分布状況 

メキシコ湾の固有種であり、個体数は 100 頭未満と推定されている※２。 

※２ 参考：米国海洋大気庁ウェブサイト（URL: https://www.fisheries.noaa.gov/species/rices-whale ） 
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ウ 国際希少野生動植物種に追加する経緯 

本種はこれまで附属書 I掲載種である Balaenoptera brydei（ニタリクジ

ラ）だと考えられていたが、2021 年に新種であることが報告され、今回の

第 20 回締約国会議において附属書 Iにおいても分離独立して掲載されるこ

ととなった。Balaenoptera brydei（ニタリクジラ）の附属書 I掲載につい

て我が国は留保しているが、本種については留保しないため、新たに国際

希少野生動植物種に追加するもの。 

 

（３）Cercocebus chrysogaster（ゴールデンマンガベイ)  
  ア 分類及び種名 

霊長目 オナガザル科 

ゴールデンマンガベイ※ 

Cercocebus chrysogaster 

 ※和名根拠：川田伸一郎・岩佐真宏・福井大・新宅勇太・天野雅男・下稲葉さやか・樽創・姉崎智

子・鈴木聡・押田龍夫・横畑泰志.2021.世界哺乳類標準和名リスト 2021 年度版. 

URL：https://www.mammalogy.jp/list/index.html  

イ 分布状況 

コンゴ民主共和国の固有種であり、同国のコンゴ中央盆地に生息してい

る。個体数の包括的な推定値はないが、過去３世代（30 年間）の減少率

50%を超えると推定されている。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

狩猟並びに生息地の損失及び劣化 

 

（４）Gyps africanus（コシジロハゲワシ） 

  ア 分類及び種名 

タカ目 タカ科 

コシジロハゲワシ※cc 

Gyps africanus 

※和名根拠：山階芳麿（1986）世界鳥類和名辞典．大学書林． 

イ 分布状況 

アフリカの 41 か国に分布しており、個体数は 270,000 羽（1992 年時

点）、過去３世代（39.6 年）の減少率は 81%に相当すると推定されてい

る。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

意図的又は偶発的な毒殺（意図的：信仰に基づく利用を目的としたもの。

非意図的：農薬や鉛弾によるもの。） 
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（５）Gyps rueppelli（マダラハゲワシ） 

  ア 分類及び種名 

タカ目 タカ科 

マダラハゲワシ※ 

Gyps rueppelli 

 ※和名根拠：山階芳麿（1986）世界鳥類和名辞典．大学書林． 

イ 分布状況 

アフリカ及び中東の 32 か国及び欧州の一部に分布しており、個体数は約

30,000 羽（1990 年代初頭）、過去３世代（43.3 年）の減少率は 92.5%に相

当すると推定されている。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

マダラハゲワシに対する要因については、附属書改正提案に記載されてい

ないものの、アフリカのハゲワシ全体に対する主な脅威として、毒殺、伝

統医療の取引、食用目的の殺害が挙げられている。 

 

（６）Sporophila maximiliani（オオハシコメワリ） 

  ア 分類及び種名 

スズメ目 ホオジロ科 

オオハシコメワリ※ 

Sporophila maximiliani 

 ※和名根拠：石井直樹（2020）世界鳥名辞典．音と声の工房．他 

 

イ 分布状況 

南米の固有種であり、ボリビア北部、ベネズエラ東部、ガイアナ、スリナ

ム、仏領ギアナ、ブラジルに分布するとされている。成鳥の個体数は、世

界で 1,000～2,499 羽と推定されていたが、最近の研究では 1,000 羽未満と

推定されている。飼育下で良好に繁殖するため、数十万羽と推定される大

規模な飼育個体群が存在している。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

商業目的の捕獲のほか、生息地の損失及び劣化も二次的な要因となってい

る。 
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（７）Caribicus warreni（ワレンギャリワスプ） 

  ア 分類及び種名 

トカゲ亜目 アシナガトカゲ科 

ワレンギャリワスプ※ 

Caribicus warreni 

 ※和名根拠：海老沼剛（2012）爬虫類・両生類 1800 種図鑑．株式会社三才ブックス他 

イ 分布状況 

ドミニカ共和国及びハイチの固有種であり、分布域はイスパニョール島北

部の山脈の雲霧林約 16.6 ㎢に限られる。多くの地域では未調査で個体数は

不明。ドミニカ共和国において生息地は継続的に減少しており、同国の小

個体群はほとんど絶滅したと推定されている。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

生息地の消失、違法取引、住民による殺処理。 

 

（８）Amblyrhynchus cristatus（ウミイグアナ） 

  ア 分類及び種名 

トカゲ亜目 タテガミトカゲ科 

ウミイグアナ※ 

Amblyrhynchus cristatus  

 ※和名根拠：小原秀雄・浦本昌則・太田英利・松井正文（2021）動物世界遺産レッド・データ・ア

ニマルズ 中央・南アフリカ．講談社． 

イ 分布状況 

エクアドル領ガラパゴス諸島の固有種であり、個体数は 37,000～280,000

頭（2004 年時点）と推定されている。1980 年代初頭以降、ネズミ等の外来

捕食者による継続的な影響により、総個体数の約 20～30%が減少したと推

定されている。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

気候変動、侵略的外来種による捕食、生息地の劣化、汚染。  
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（９）Conolophus spp.（オカイグアナ属） 

  ア 分類及び種名 

トカゲ亜目 タテガミトカゲ科 

オカイグアナ属※ 

Conolophus spp.  

 ※和名根拠：松井正文（1992） 動物系統分類学 9(下 B2)脊椎動物 (IIb2)爬虫類 II. 中山書店．  

イ 分布状況 

本属の全ての種がエクアドル領ガラパゴス諸島の固有種である。各種の分

布状況は以下のとおり。 

（ア）ガラパゴスイグアナ 

   ガラパゴス諸島の複数の島に分布し、約 10,000 頭の成体が 12 のサブ個

体群に分かれて分布し、過去３世代（約 69 年）で個体数が少なくとも 30%

減少したと推定されている。 

（イ）ピンクイグアナ 

   イサベラ島ウルフ火山の 25 ㎢未満の範囲に生息し、個体数は 192 頭と推

定されている。 

（ウ）バリントンリクイグアナ  

   無人島であるサンタ・フェ島の 40 ㎢未満の範囲に生息し、成体の個体数

は 4,500～5,800 頭と推定されている。 

 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

野犬、ネコ、ネズミ等の侵略的外来種による捕食。 

 

（10）Bitis harenna（ベールマウンテンアダー） 

  ア 分類及び種名 

ヘビ亜目 クサリヘビ科 

ベールマウンテンアダー※ 

Bitis harenna 

 ※和名根拠：田原義太慶（監修）（2020）毒ヘビ全書．株式会社グラフィック社． 

イ 分布状況 

エチオピアの固有種であり、地溝帯東側の１地域でのみ確認されている。

個体数の包括的な推計値はないが、野生

では非常に希少とされている。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

野生下個体は極めて希少な可能性が高

く、生息地の消失や採集などに特に脆弱

とされている。 

  

写真出典：Gower et al., (2016) A new 

large species of Bitis Gray, 1842 
(Serpentes: Viperidae) from the Bale 
Mountains of Ethiopia, Zootaxa 4093(1) 
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（11）Bitis parviocula（エチオピアアダー） 

  ア 分類及び種名 

ヘビ亜目 クサリヘビ科 

エチオピアアダー※ 

Bitis harenna 

 ※和名根拠：田原義太慶（監修）（2020）毒ヘビ全書．株式会社グラフィック社． 

イ 分布状況 

エチオピアの固有種であり、同国南西部の約 20 ㎢の範囲でのみ確認されて

いる。個体数の包括的な推計値はないが、野生では非常に希少とされてい

る。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

森林破壊。 

 

（12）Kinixys homeana（ホームセオレガメ） 

  ア 分類及び種名 

カメ目 リクガメ科 

ホームセオレガメ※ 

Kinixys homeana 

 ※和名根拠：海老沼剛（2009）爬虫類・両生類ビジュアル大図鑑．誠文堂新光社． 

イ 分布状況 

リベリア、コートジボワール、ガーナ、トーゴ、ベナン、ナイジェリア及

びカメルーンに分布しており、主要な生息国であるナイジェリアでは、個

体数は、1960 年に約 500 万個体だったものの、現在では約 50 万個体と推

計されている。2016 年から 2018 年に各生息国が実施した調査では、野生

個体群が急速に減少したとする結果が報告されている。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

食用目的の狩猟、生息地の損失及びペットとしての国際取引。 
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（13）Euphorbia bupleurifolia（鉄甲丸） 

  ア 分類及び種名 

トウダイグサ科 

鉄甲丸※ 

Euphorbia bupleurifolia 

    ※和名根拠：英国王立園芸協（監修）・クリストファー・ブリッケル（編集責任）・横井政人（監訳）

（2003）A-Z 園芸植物百科事典．誠文堂新光社． 

イ 分布状況 

南アフリカ共和国の固有種であり、同国東部の草原地帯に生育する。1975

年以降、個体数が約 97%減少しており、野生個体数は 2,500 本未満と推計

されている。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

過剰な採取（地域の伝統医療及び園芸目的の国際取引）並びに生育地の喪 

失及び劣化。 

 

（14）Jubaea chilensis（チリヤシ） 

  ア 分類及び種名 

ヤシ科 

チリヤシ※ 

Jubaea chilensis  
    ※和名根拠：米倉浩司・梶田忠 (2003-) 「BG Plants 和名－学名インデックス」（YList），

http://ylist.info（2025 年 12 月 19 日）. 

イ 分布状況 

チリの固有種であり、チリ中央部に分布している。国内の成木は約 12 万本

と推計されているが、過去 100 年に個体数が大きく減少し、幼木が少な

く、個体群が高齢化しているとされている。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

森林火災、外来種による幼木の捕食、商業目的での果実の違法採取等。 
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（15）Avonia quinaria （アヴォニア・クイナリア） 

  ア 分類及び種名 

スベリヒユ科 

アヴォニア・クイナリア※ 

Avonia quinaria 

    ※文献等により和名又は通称が確認できないため、参考資料４のルールに基づき、学名をカタカナに変

換した。 

イ 分布状況 

南アフリカ共和国及びナミビアの固有種であり、ナミビア南部の限られた

地域及び南アフリカ北西部の乾燥地帯に分布している。かつては豊富に生

育していたが、ほとんどの個体群が大幅に減少している。 

ウ 絶滅のおそれを生じさせている主な要因 

園芸・観賞用の取引を目的とした違法採取。 
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２．分類、種名等を変更する種について 

（１）Ailurus styani（ヒガシレッサーパンダ）及び Ailurus fulgens（ニシレッ

サーパンダ) 

ア 変更点 

Ailurus fulgens（レッサーパンダ）の亜種であった Ailurus fulgens 
styani が種 Ailurus styani（ヒガシレッサーパンダ）として独立したた

め、Ailurus styani（ヒガシレッサーパンダ）を新たに国際希少野生動植

物種として追加する。また、Ailurus styani（ヒガシレッサーパンダ）と

の違いを明確にするため、Ailurus fulgens（レッサーパンダ）の和名を変

更するもの。 

イ 和名根拠 

和名候補が複数あったため日本哺乳類学会等へのヒアリング結果を踏まえ

検討し、アメリカ哺乳類学会の哺乳類多様性データベース（Mammal 

Diversity Database）における標準英名を参照することとした。 

Ailurus styani："Eastern Red Panda" 

（https://www.mammaldiversity.org/taxon/1005803/） 

Ailurus fulgens ："Western Red Panda" 

（https://www.mammaldiversity.org/taxon/1005802/） 

 

（２）Neomonachus 属（ハワイモンクアザラシ属） 

ア 変更点 

Monachus 属（モンクアザラシ属）から Neomonachus 属（ハワイモンクアザ

ラシ属）が分離独立したため、新たに国際希少野生動植物種として追加す

るもの。 

イ 和名根拠 

川田伸一郎・岩佐真宏・福井 大・新宅勇太・天野雅男・下稲葉さやか・

樽 創・姉崎智子・鈴木 聡・押田龍夫・横畑泰志. 2021. 世界哺乳類

標準和名リスト２０２１年度版.URL：

https://www.mammalogy.jp/list/index.html 
 

（３）Loxodonta 属（アフリカゾウ属） 

ア 変更点 

Loxodonta africana（アフリカゾウ）の亜種であった Loxodonta africana 
cyclotis が種 Loxodonta cyclotis（マルミミゾウ）として独立した。この

２種について、ワシントン条約の附属書Ⅰへの掲載方法が検討された結

果、２種をまとめた Loxodonta 属として掲載されることとなった。これを

受け、国際希少野生動植物種の Loxodonta africana（アフリカゾウ）を

Loxodonta 属（アフリカゾウ属）に変更するもの。 
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イ 和名根拠 

川田伸一郎・岩佐真宏・福井 大・新宅勇太・天野雅男・下稲葉さやか・

樽 創・姉崎智子・鈴木 聡・押田龍夫・横畑泰志. 2021. 世界哺乳類

標準和名リスト２０２１年度版.URL：

https://www.mammalogy.jp/list/index.html 
 

（４）Aloe rugosquamosa（アロエ・ルゴスクアモサ）及び Aloe compressa（アロ

エ・コンプレサ） 

ア 変更点 

Aloe compressa（アロエ・コンプレサ）の変種であった Aloe compressa 
var. rugosquamosa（アロエ・コンプレサ変種ルゴスクアモサ）が種として

独立したため、Aloe rugosquamosa（アロエ・ルゴスクアモサ）を新たに国

際希少野生動植物種として追加するもの。併せて、Aloe compressa（アロ

エ・コンプレサ）に含まれるとされていた Aloe compressa var. 
rugosquamosa（アロエ・コンプレサ変種ルゴスクアモサ）を国際希少野生

動植物種から削除するもの。 

イ 和名根拠 

    文献等により和名又は通称が確認できないため、参考資料４のルールに基

づき、学名をカタカナに変換した。 

 

（５）Aloidendron pillansii（アロイデンドゥロン・ピルランスィイ）及び

Aloestrela suzannae（アロエストゥレラ・スザンナエ） 

ア 変更点 

Aloe 属であった標記２種の分類が変更されたことから、属名を変更するも

の。 

イ 和名根拠 

文献等により和名又は通称が確認できないため、参考資料４のルールに基

づき、学名をカタカナに変換した。 
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３．国際希少野生動植物種から削除する種の概要 

（１）Arctocephalus townsendi（グァダルーペオットセイ) 

ア 分類及び種名 

  食肉目 あしか科  

  グァダルーペオットセイ 

  Arctocephalus townsendi 

イ 分布状況 

北アメリカ西海岸沿いの北太平洋温帯海域（主にメキシコ中部からカナ

ダ・ブリティッシュコロンビア州南部まで）に分布し、個体数は 1950 年代

の 200～500 頭から現在は 34,000～44,000 頭以上に増加していると推定さ

れている。 

ウ 附属書 Iから削除（附属書 II へ移行）する理由 

個体数は十分増加し、現在も増加を続けている。国内・国際取引はほぼ皆

無であり、生息国の国内法により捕獲は一切認められていない。 

 

（２）Monachus tropicalis （カリブモンクアザラシ）  

ア 分類及び種名 

食肉目 アザラシ科 

カリブモンクアザラシ 

Monachus tropicalis  

イ 分布状況  

米国フロリダ州南部からコロンビア、ベネズエラに至るカリブ海およびメ

キシコ湾の一部海域に生息していたが、1952 年を最後に目撃されておら

ず、IUCN 及び米国によって本種は絶滅したと評価されている。 

ウ 附属書 Iから削除する理由 

絶滅種であるため。 

 

  



令和７年度希少野生動植物種専門家科学委員会（書面開催） 

12 

 

（３）Podocarpus parlatorei（アンデスイヌマキ）  

ア 分類及び種名 

マキ科  

アンデスイヌマキ 

Podocarpus parlatorei  

イ 分布状況 

主にアルゼンチン北西部からボリビア南部のアンデス山脈に分布してお

り、アルゼンチンでは約 191 万 2000 ha と十分な面積に分布しているほ

か、既存のモニタリングデータによると、高い生育密度（約 300 個体／

ha）が確認されている。 

ウ 附属書 Iから削除（附属書 II へ移行）する理由 

現在本種の保全状況は良好であり、森林伐採や火災等のリスクは低く、生

育国の国内法によって相当な面積の生育地が保全されている。 


